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令和７年（２０２５年）６月５日

６月号
Ｎｏ.２３２

裏面もご覧ください

５月１４日（水）食育授業支援活

動として、小学校２年生の３～４

限目の授業で夏野菜の植え付

けを行いました。事前に農業振

興部員で畑の畝を作り、マルチ

シートを敷いて準備を行い、４年

生が行うヘチマ栽培用の準備も

しました。

３限目に２年生が自分たちで持って来た植物育成用のポットに腐葉土を入れ、準備をしました。

JA鈴鹿の職員さんに夏野菜の説明と植え方を教えてもらい、大人の人の手を借りてトマト、ミニトマト、

きゅうり、なす、パプリカの苗を慣れない手つきで植えていきました。植えた後、苗を支柱に固定し、大

人の人に水のやり方や、わき芽の摘み方などを教わりました。

２限目と３限目の休憩時間に、畑で育っていた実エンドウの収穫を行いました。みんな楽しそうに休憩

時間いっぱいまでエンドウの実を取っていました。

４限目からは、１年生も加わってサツマイモ、トマト、ピーマン、すいか、なす、パプリカを植える前に

JAの職員さんにサツマイモの苗がどうやって生えているかの説明と、サツマイモの苗の植え方を教

わりました。その後、あけた穴に植えていきました。晴れた日と曇った日の水の量を教えてもらい、

PETボトルの水をかけていました。

早く大きく育ちますように！

収穫が待ち遠しいですね。

農業振興部

５月１１日（土）井田川公民館ホールにおいて令和６年度マイタウン井田川まちづくり委員会の総会を

開催しました。

第１号議案 令和６年度 事業報告について

第２号議案 令和６年度 収支決算報告 会計監査報告について

第３号議案 令和７年度 役員・監事改選 相談役・コーディネーター

承認について

第４号議案 令和７年度 事業計画について

第５号議案 令和７年度 収支予算について

以上の議案を審議し、いずれも賛成多数で可決承認されました。

令和７年度は井田川フェスティバルの開催はありません。

令和８年度の開催に向けて準備をしていきます。

また、本会の設立２０周年を記念し、タオルを配付します。

マイタウン井田川まちづくり委員会総会を開催

小学校1・２年生の食育授業（夏野菜の植え付け）



　

　

　6/12（木）・26（木） 配本/ふれあいライブラリー 井田川公民館 13：30～14：00

6/13（金） なかよし会 マジック・バルーン ビューティペア 10：00～ 井田川公民館 〈福祉部〉

6/16（月） 高齢者お楽しみ会 アコーディオン演奏 10：00～11：30 井田川公民館 〈福祉部〉

6/18（水） サロン井田川 in 中冨田町の山 中冨田山公民館 10：00～11：30 〈福祉部〉

6/23（月） メロディ教室 桐生小百合先生 10：00～11：30 井田川公民館 〈井田川公民館〉

7/ 3(木) なかよし会 音楽遊び くるっくる 10：00～ 井田川公民館 〈福祉部〉

５月９日（金）「なかよし会」を開催し、７組１６名の参加がありました。今回はミュージックボックスの

方２名に来ていただき、楽しく過ごしました。「キャベツはキャッキャッキャッ、トマトはトントントン」と

歌っていました。また、お母さんの足の上にのって歩いたり、ジャンプをしたり、抱っこしてもらいゆら

ゆらと揺らしてもらったりしました。段ボール

箱の車に乗ってアンパンマンとタッチして

楽しく遊びました。

次回は、６月１３日（金）ビューティペアの

マジックとバルーン作り、７月３日（木）くる

っ っくるの音楽遊びを開催の予定です。

お楽しみに！

なかよし会

５月１３日(火）小田町公民館において「サロン井田川 in 小田

町」を開催しました。参加者は２１名でした。『消費生活講座』

と 題して鈴鹿亀山消費生活センターの水谷さんに来ていただ

き、「屋根の瓦がずれている」と言った訪問詐欺やインター

ネットで代金を振り込んでも品物が

届かない場合はクーリングオフの制

度があるので相談してくださいとのこ

とでした。 また、同時に骨密度の測

定もしても らいました。

次回は、「サロン井田川 in中冨田町の山」を６月１８日（水）に中冨田山公民

館で開催の予定です。

５月１９日（月）井田川公民館で「人権尊重まちづくり講演会」を

開催しました。今回は、「未来を担う子どもたちに必要なもの」と

題し、特定非営利法人ほがらか絵本畑理事長を講師にお迎えし、

熱く語っていただきました。

２４名の参加がありました。絵本を開いていくと、どのページも

「ぶあー」「ぶあー」としか書いてない。子どもたちは面白くみん

なで笑っていた。子供たちは感じたままを表現する。

子どもはママがいっしょに喜

んでいると安心する。

発達障害の子には、出来ないことを言うより、出来ることを

伸ばしてやることが大事である。一行だけの詩「空が青いから

白を選んだんです」は雲を思い出し、お母さんのことを思い出し

ているのです。子どもたちが生きていくには、安心感が必要で

あり、それが自信につながるとのことです。高齢者お楽しみ会の

次回は、６月１６日（月）アコーディオンの演奏を予定しています。

福祉部

サロン井田川 in 小田町

人権尊重まちづくり講演会

福祉部

福祉部

６月度～７月初旬の行事予定


